
 

 

 
研究内容の概要 ： 廃棄されているクロマグロ尾部の筋肉や血液の水銀量を測定すること

で，可食部全体の水銀量を推定することができます。そのため，安価

な全個体水銀調査が可能となりました。 

 
 

 

従来は： 
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特
長
／
効
果 

 廃棄物を利用するので安価に水銀検査が可能 

 全個体の水銀検査が可能 

 

魚類に含まれる水銀量の評価方法及び養殖魚の生産方法 
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利
用
／
用
途 

 より安全な養殖クロマグロであることがアピールできる。 

 胎児への影響が心配な妊婦さんにも安心して食べてもらえる。 

 

廃棄物から水銀濃度がわかります 

血液：生臭いニオイの元

になるため水揚げ

時に血抜きし，血

液は海へ廃棄 

尾部：断面の肉色を見るた

めに切り落とされ

るが，尾部は廃棄 

これら廃棄物の水銀量
から可食部の水銀量が
推定できることがわか
りました！ 

水産・養殖 分野 
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